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 本 論 文 は 不 眠 症 に 対 す る 認 知 行 動 療 法 （ C o g n i t i v e  B e h a v i o r  T h e r a p y :  C B T ） が 抱 え る 課

題 を 踏 ま え た 研 究 と し て ， 特 に 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 の 検 討 を 主 な 目 的 と す る も の で あ っ た 。 本

論 文 は 全 八 章 に よ っ て 構 成 さ れ ， 第 一 章 で は 不 眠 症 の 概 念 に つ い て 概 説 し ， 第 二 章 ， 第 三 章

で 不 眠 症 に 対 す る C B T の 概 要 と 課 題 に つ い て 言 及 し た 。 第 四 章 で は ， 第 三 章 ま で に 明 ら か と な

っ た 不 眠 症 に 対 す る C B T が 抱 え る 課 題 を 整 理 し ， 本 論 文 の 目 的 ， 意 義 ， 構 成 に つ い て ま と め た 。

第 四 章 で 整 理 さ れ た 課 題 を 踏 ま え ， 第 五 章 で は 「 不 眠 症 の 重 症 度 ， 認 知 的 側 面 に 関 す る 質 問

紙 の 開 発 」 ， 第 六 章 で は 「 不 眠 症 者 の 認 知 的 特 徴 の 明 確 化 と 介 入 標 的 の 検 討 」 ， 第 七 章 で は

「 不 眠 症 に 対 す る 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 」 に つ い て 検 討 を 行 い ， 第 八 章 で 本 論 文 の 総 括 的 な

考 察 を 行 っ た 。  

第 五 章 で は ， 不 眠 症 に 対 す る C B T が 抱 え る 課 題 の 一 つ で あ る 「 不 眠 症 状 の 評 価 」 を 踏 ま え ，

「 不 眠 症 の 重 症 度 ， 認 知 的 側 面 に 関 す る 質 問 紙 の 開 発 （ 研 究 1 ･ 2 ･ 3 ） 」 に よ っ て ， t h e  P r e -

s l e e p  C o g n i t i v e  A c t i v i t y  S c a l e ( P C A S ) ， t h e  I n s o m n i a  S e v e r i t y  I n d e x ( I S I ) ， t h e  

D y s f u n c t i o n a l  B e l i e f s  a n d  A t t i t u d e s  a b o u t  S l e e p ( D B A S ) の 開 発 を 行 っ た 。 開 発 さ れ た 三 つ の

尺 度 は そ れ ぞ れ 十 分 な 信 頼 性 と 妥 当 性 を 有 し て お り ， 不 眠 症 に 対 す る C B T の 研 究 で 用 い ら れ る

こ と が 期 待 さ れ た 。  

第 六 章 で は ， 二 つ 目 の 課 題 で あ る 「 不 眠 症 者 の 認 知 的 特 徴 」 の 検 討 が 必 要 で あ る こ と を 踏 ま

え ， 「 不 眠 症 者 の 認 知 的 特 徴 の 明 確 化 と 介 入 標 的 の 検 討 （ 研 究 4 ･ 5 ） 」 に よ っ て ， 不 眠 症 者 の

認 知 的 問 題 の 中 心 と 考 え ら れ て い る 入 眠 時 認 知 活 動 の 生 起 ・ 増 悪 プ ロ セ ス を 状 態 依 存 効 果 と

選 択 的 注 意 ， 安 全 行 動 の 観 点 か ら 検 討 し ， こ れ ら の 認 知 的 特 徴 が 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 介 入 標

的 と な り 得 る か の 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， こ れ ら の 要 因 は 入 眠 時 認 知 活 動 の 生 起 と 増 悪 と 関

連 し て お り ， 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 介 入 標 的 と し て 意 味 の あ る こ と が 確 認 さ れ た 。  

第 七 章 で は ， 三 つ め の 課 題 で あ る 「 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 意 義 」 を 確 認 す る こ と を 目 的 と し ， 「 不

眠 症 に 対 す る 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 効 果 （ 研 究 6 ･ 7 ・ 8 ） 」 に よ っ て ， C B T に 影 響 を 与 え る 要 因 の 検

討 ， 行 動 的 ア プ ロ ー チ と 認 知 的 ア プ ロ ー チ を 加 え た 統 合 的 な C B T に よ る 治 療 効 果 の 比 較 ， そ し

て 認 知 的 ア プ ロ ー チ 単 独 に お け る 治 療 前 後 の 状 態 の 変 化 に つ い て 詳 細 な 検 討 を 行 っ た 。 そ の 結

果 ， 認 知 的 ア プ ロ ー チ を 治 療 に 取 り 入 れ た 場 合 は 行 動 的 ア プ ロ ー チ の み の 場 合 と 比 較 し て 不 眠

症 状 の 改 善 効 果 が 高 く ， さ ら に 認 知 的 ア プ ロ ー チ 単 独 で あ っ て も 治 療 効 果 を 示 す も の で あ る こ と

が 明 ら か と な り ， 認 知 的 ア プ ロ ー チ を 不 眠 症 に 対 す る C B T に 取 り 入 れ る 意 義 が 確 認 さ れ た 。  

第 八 章 で は ， 第 七 章 ま で で 得 ら れ た 研 究 成 果 を 整 理 し ， 本 論 文 の 意 義 と 今 後 の 課 題 に つ い

て 論 じ た 。 そ の 結 果 ， 本 論 文 で 得 ら れ た 研 究 成 果 は ， 従 来 の 行 動 的 ア プ ロ ー チ を 中 心 と し た 不



眠 症 に 対 す る C B T の 課 題 を 解 決 し ， 認 知 的 ア プ ロ ー チ の 重 要 性 を 示 す も の で あ っ た と 考 え ら れ

た 。 た だ し ， 本 論 文 で は 扱 わ な か っ た 不 眠 症 者 の 認 知 的 特 徴 に つ い て の 検 討 ， C B T プ ロ グ ラ ム の

洗 練 化 ， C B T の 再 発 予 防 効 果 と 睡 眠 薬 の 減 薬 ・ 離 脱 効 果 に つ い て の 確 認 が 今 後 の 検 討 課 題

と し て 挙 げ ら れ た 。  
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